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（3）も（2）と同じく、今回初めて発見さ
れた未発表のものである。S 君を担任する
にあたり、向山氏の気概と覚悟を見ること
ができる。

また、（4）では、デビュー作を執筆する
にあたり、向山氏が何度も推敲を重ねた跡
を見ることができる。

なお、今号の解説は、小嶋悠紀氏である。

向山洋一氏のデビュー作『斎藤喜博を
追って』（昌平社）の中に次の一文がある。

放課後、雨の校庭をながめていた時
だった。4 年生の男の子がぼくの側
に来てしばらく休んでいた。彼はしば
らくして「ぼく死にたいんだ」と、ぽ
つんと言った。

男の子はＳ君といった。翌年 4 月、向山
氏は「ぼく死にたいんだ」とつぶやいたＳ
君を担任することになる。

向山氏はどのようにこの S 君との出会い
の準備をしたのだろうか。

この冊子には、以下の実物資料が収めら
れている。

（1）向山洋一『学級通信スナイパー』
調布大塚小 5 年 1977

（2）向山洋一「Ｓ君の記録」ノート
（3）向山洋一「メモ（S 児の暴力は
病気か）」

（4）向山洋一『斎藤喜博を追って』
（直筆原稿）

（1）には、「学級びらき」から、Ｓ君が大
きく変容するまでの約 1 か月半のドラマが
記されている。
（2）は、今回、向山氏の実物資料を整理
する中で初めて発見された未発表のノート
である。前担任との引き継ぎ。親との面談。
今後の基本方針等、その具体的で緻密で
記録は、特別な配慮が必要な子どもさんを
担任する先生方の参考になると思う。

本資料について
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●向山洋一『斎藤喜博を追って』（直筆原稿）　向山実物資料 A84-15-01

向山洋一氏は、次世代を担う若い先生方のために、20 万点をを超えるさまざまな実物資料を残した。これらの一部を、メ

ルマガ「谷和樹の教育新宝島」の特典資料として、会員限定で公開する。

●向山洋一の教育資料を解説付きＰＤＦ冊子にして毎月一回配信（30 ページ前後）　

●向山洋一の未公開映像・音声を年６回以上配信（不定）
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●向山洋一学『級通信スナイパーNo.1』調布大塚小 5年 1977　向山実物資料 A113(2)-05-01
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●向山洋一学『級通信スナイパーNo.2』調布大塚小 5年 1977　向山実物資料 A113(2)-05-02
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●向山洋一学『級通信スナイパーNo.3』調布大塚小 5年 1977　向山実物資料 A113(2)-05-03
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●向山洋一学『級通信スナイパーNo.4』調布大塚小 5年 1977　向山実物資料 A113(2)-05-04
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●向山洋一学『級通信スナイパーNo.6』調布大塚小 5年 1977　向山実物資料 A113(2)-05-06
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●向山洋一学『級通信スナイパーNo.42』調布大塚小 5年 1977　向山実物資料 A113(2)-05-42
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●向山洋一学『級通信スナイパーNo.44』調布大塚小 5年 1977　向山実物資料 A113(2)-05-44
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●向山洋一学『級通信スナイパーNo.46』調布大塚小 5年 1977　向山実物資料 A113(2)-05-46
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●向山洋一「Ｓ君の記録」ノート　向山実物資料 A18-01-01



21

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.05

　2024.APR.

　
｜
　
特
別
支
援
教
育
「
ぼ
く
死
に
た
い
ん
だ
」



22

●向山洋一「Ｓ君の記録」ノート　向山実物資料 A18-01-01
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●向山洋一「Ｓ君の記録」ノート　向山実物資料 A18-01-01
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●向山洋一「メモ（S児の暴力は病気か）」　向山実物資料 A18-13-01



27

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.05

　2024.APR.

　
｜
　
特
別
支
援
教
育
「
ぼ
く
死
に
た
い
ん
だ
」



28

●向山洋一「メモ（S児の暴力は病気か）」　向山実物資料 A18-13-01
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●向山洋一「メモ（S児の暴力は病気か）」　向山実物資料 A18-13-01
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●向山洋一「メモ（S児の暴力は病気か）」　向山実物資料 A18-13-01
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であろうか。日本で行動分析学学会が発足
したのが 1987 年である。つまり、今で言
う発達障害の子どもの問題行動を科学的に
アセスメントするという感覚を、向山氏が自
身の感覚としてこの当時にすでに持ってい
た事になる。

今も学校現場では、「あの子は暴力的な
子だ」「あの子は発達障害だから手が出る」
という「大人の主観や感想」による捉えが
横行している。しかし、発達障害の子ども
の問題行動改善には、「具体的に数えられ
る行動」を「一定期間に観察」を行い「数
としてカウント」して「傾向を掴む」という
ことが初期アセスメントしてとても大切であ
る。そして、その中から最もアプローチし
やすい箇所へ支援を展開していくのである。

また、A18-03-01 のメモにも向山氏の科
学的なアセスメント感覚が現れている。S
君の「行動要因」を探る図である。向山氏
はそれを「結論」「精神」「行動」の３つ
に分類し整理をしている。「行動」を１つ
独立させて捉えているだけでも、現代の多
くの先生はできていないだろう。

それだけではない。
向山氏の「結論」を今の言葉に修正すると、

「要因」である。行動を引き出すきっきけ
となる本人の中にある特性である。ここに
書かれている４つは見事に S 君の要因を表
現している。

その上で、それらの要因が引き起こして
しまったことを「精神」として５つに的確に
まとめている。これらは問題行動発生の「主

小嶋　悠紀

解 説

1．かの有名な「嵐のように長く続く拍手」
の実践に隠された綿密で科学的なアセ
スメント

「嵐のように長く続く拍手（スナイパー
No.42 1977.4.25）」は、向山実践の中で
も最も有名なドラマといってよい。S 君に対
する教師向山洋一の執念に誰しもが心を揺
さぶられたであろう。

今回発見された資料は、そんなドラマの
裏側の「台本」を見ているかのような驚愕
の資料となっている。

向山氏は、

S 君の行動をどのように捉えたのか？

前年度 S51 年（1976 年）の報告会の
記録を向山氏は、

「目に見える行動」を「回数」で括り
出している。

私がアメリカから持ち帰ってきた資料に
「子どもの問題行動カウントチャート」とい
うものがある。
「具体的なカウントできる行動」を一定期
間の観察で「回数で把握する」というものだ。

これらの考え方のベースになっているの
が、米国の心理学者スキナーが始めた「行
動分析学」の中でも ABA（応用行動分析）
である。

向山氏はこの行動分析学を知っていたの
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因」となる。それらが「暴力　学習」とい
う行動に結びついていると結論づけている
のである。

これはまさに認知心理学・認知機能分析
の基本である、「感覚→認知→行動」で子
どもの行動を分析すると同じ流れなのだ。

これらを向山氏は 1977 年の段階で S 君
の理解のために実行していたことが心から
びっくりさせられる。

そして、実は「感覚→認知→行動」の分
析できたのであれば、上の３つのどれにア
プローチするかを決めて支援やケアを行う
のだ。さて向山氏はどのようなプランを立て
たのであろうか。

2．向山氏の S君へのプランから見るドラ
マへの布石

まず向山氏は、A18-03-01 メモの中で、
S 君の行動の表れは、「学校における責任」
であることを明記している。ここを出発点と
したのである。

その上で、メモの最後に「存在感」「自信」
を取り戻すことを支援の最終目標とするよう
に結論づけている。

これは先ほどの「結論（感覚）→精神（認
知）→行動（行動）」の中のどれにアプロー
チすることになるのだろうか。これは「精神

（認知）」を変えると言うことだ。現在で言う
「CBT（認知行動療法）」を行うということ
である。

そのための具体的な方策が記されている
のが A18-01-01 のメモである。

１〜７の方針も全て現代の特別支援教育
ともマッチしていてすごいが、小嶋が注目
したのは、「四角囲いの★」である。

★ルールを教え
★自信を持たせ
★精神を安定させ
★やる気を起こさせ
★１つ１つ成長させる

これらの順番が大切なのだ。まずは「ルー
ルを教える」ことで、基準を作ることだ。教
えなければルールやスキルは分からないこ
とを前提としたのである。基準があればそ
れでほめることができる。その結果、自信
を持つ。さらにルールと強化刺激によって
安定した行動が出る。次々に成功サイクル
が回るので、やる気が上がっていき、１個
１個成長していく。

理想的な特別支援教育のサイクルが登場
する。これらサイクルから S 君の「行動で
なく、認知を変えること」を狙ったと推測す
るのである。スナイパーのあの S 君との対
決も、まさに彼の中にある「認知の修正」
を迫ったものであり、これらのメモがその根
拠となったと言っていいであろう。

これらの出来事は、発達障害を持つ子ど
もが全てが通級対象となった 2006 年より
も 30 年前の出来事なのである。

奇跡以外の言葉が見当たらない。



教
育
新
宝
島
　
｜
　
４
月
特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　N

o
.0
5

　2
0
2
4
.A
P
R
.

　
｜
　1

9
7
7
  

特
別
支
援
教
育 

「
ぼ
く
死
に
た
い
ん
だ
」

発行日 2024年4月5日

発行所 向山洋一教育技術研究所

所在地 〒142-0064 東京都品川区旗の台２丁目４番12号

 谷和樹の教育新宝島
 https://shintakarajima.jp

 向山洋一公式ウェブサイト
h https://mukoyamayoichi.com

このPDFは、プリンタの「冊子印刷」を選択すると冊子になります。
他人への譲渡および個人研究以外の目的で使用することを禁じます。

4月特典 No.05 ｜ 2024年4月

向山洋一 教育資料

1977   特別支援教育「ぼく死にたいんだ」


